
１
５
年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
１
９ 年 

 

組 
 

番 

氏
名 

 
安
保
関
連
法
案
に
反
対
す
る
声
が
広
が
り
続
け
て
い
る
。
平
和
主
義
と
立
憲
主
義
が
全
国
で
語
ら

れ
た
７
月
の
言
葉
か
ら
▼
「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」。
各
地
で
一
斉
に
①
カ
カ
（
掲 

）
げ
ら
れ

た
文
字
は
、
俳
人
の
金
子
②
兜
太
（
と
う
た
）
さ
ん
（
９
５
）
が
書
い
た
。
首
相
と
米
国
の
関
係
を

哀
れ
む
。「（
１
）
で
っ
ち
小
僧
が
③
ダ
ン
ナ
（
旦
那 

）
に
な
だ
め
ら
れ
た
り
引
っ
ぱ
た
か
れ
た
り
、

時
々
菓
子
を
も
ら
っ
た
り
し
て
、
い
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
姿
を
想
像
し
て
し
ま
う
」
▼
国
は
全
自

衛
官
と
の
再
契
約
を
。
元
陸
上
自
衛
隊
（
２
）
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊
の
井
筒
高
雄
さ
ん
（
４
５
）
の
主

張
だ
。「
本
土
防
衛
を
前
提
と
し
た
服
務
の
④
セ
ン
セ
イ
（
宣
誓 

）
内
容
を
、
集
団
的
自
衛
権
の

適
用
に
沿
っ
て
改
訂
さ
せ
、
そ
れ
が
で
き
な
い
隊
員
に
つ
い
て
は
、
無
条
件
で
退
職
を
認
め
る
こ
と

で
す
」
▼
「
自
由
と
平
和
の
た
め
の
京
大
有
志
の
会
」
の
声
明
書
が
共
感
を
集
め
た
。
与
党
に
よ
る

言
論
へ
の
⑤
イ
ア
ツ
（
威
圧 

）
に
も
⑥
憤
（
い
き
ど
お
）
る
。<

生
き
る
場
所
と
考
え
る
自
由
を

守
り
、
創
る
た
め
に
、
／
私
た
ち
は
ま
ず
、
思
い
上
が
っ
た
権
力
に
（
３
）
く
さ
び
を
打
ち
こ
ま
な

く
て
は
な
ら
な
い>

▼
反
戦
を
⑦
貫
（
つ
ら
ぬ
）
い
た
行
動
の
人
、
鶴
見
俊
輔
さ
ん
。
そ
の
死
を
、

学
生
ら
の
「（
４
）
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
ｓ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
に
属
し
て
法
案
に
⑧
コ
ウ
ギ
（
抗
議 

）
す

る
塩
田
潤
さ
ん
（
２
４
）
が
惜
し
む
。「
鶴
見
さ
ん
た
ち
の
存
在
が
あ
る
か
ら
僕
た
ち
が
あ
る
。
鶴

見
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
戦
後
の
平
和
と
民
主
主
義
を
受
け
継
ぎ
た
い
」
▼
戦
後
７
０
年
の
「
安
倍
談

話
」
に
⑨
シ
キ
シ
ャ
（
識
者 

）
７
４
人
が
共
同
声
明
で
注
文
を
つ
け
た
。
先
の
戦
争
で
日
本
が<

過
ち
を
犯
し
た
こ
と
は
⑩
潔
（
い
さ
ぎ
よ
）
く
認
め
る
べ
き
で
あ
り
ま
す>

。
潔
さ
こ
そ
が<

国
際

社
会
に
お
い
て
日
本
が
（
５
）
道
義
的
に
評
価
さ
れ>

る
態
度
だ
、
と
。
数
々
の
声
に
政
権
は
ど
う

応
え
る
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
２
０
１
５
年
７
月
３
１
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
答
え
な
さ
い
。 

問
二 

各
作
者
の
俳
句
を
後
よ
り
選
び
、（ 

 

）
に
記
号
で
答
え
よ
う
。 

 

ア 

石
田
波
郷
：
小
動
物
へ
の
愛
が
感
じ
ら
れ
る
句 

（
③ 

） 

 

イ 

種
田
山
頭
火
：
酒
と
旅
に
生
き
た
僧
形
の
自
由
律
俳
人
（
① 

） 

 

ウ 

橋
本
多
佳
子
：
激
し
い
能
動
的
な
情
念
の
表
現 

（
④ 

） 

 

エ 

金
子
兜
太
：
革
新
を
め
ざ
す
社
会
派
俳
句 

（
② 

） 

 

① 

あ
る
け
ば
か
こ
う
い
そ
げ
ば
か
っ
こ
う 

 

② 

彎
曲
し
火
傷
し
爆
心
地
の
マ
ラ
ソ
ン 

 

③ 

雀
ら
も
海
か
け
て
飛
べ
吹
流
し 
 
 
 
 

④ 

蛍
籠
昏
け
れ
ば
揺
り
炎
え
た
た
す 

問
三 

傍
線
部
（
１
）
は
、
誰
の
こ
と
か
。
漢
字
４
字
で
答
え
よ
う
→
（
安
倍
首
相 

 

） 

問
四 

傍
線
部
（
２
）「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
意
味
を
調
べ
よ
う
。 

 

〔
答
例
〕（
悪
条
件
の
下
で
偵
察
・
破
壊
活
動
な
ど
を
行
え
る
よ
う
に
特
別
の
訓
練
を
受
け
た
兵
。） 

問
五 

傍
線
部
（
３
）
の
意
味
と
し
て
適
す
る
も
の
の
記
号
を
○
で
囲
も
う
。 

 

ア 

敵
陣
に
攻
め
入
っ
て
、
そ
の
勢
力
を
、
二
分
す
る
。 

 

○イ 

後
々
に
自
分
の
勢
力
を
拡
大
す
る
足
掛
か
り
と
な
る
も
の
を
、
相
手
の
組
織
の
内
部
に
作
る
。 

問
六 

傍
線
部
（
４
）
は
、
何
の
省
略
形
か
調
べ
、
そ
の
意
味
も
答
え
よ
う
。 

 
 

（
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ 

Ｅ
ｍ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉо

ｎ 

ｆ
ｏ
ｒ 

 

 
 
 

Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ 

Ｄ
ｅ
ｍ
ｏ
ｃ
ｒ
ａ
ｃ
ｙ
ー
ｓ 

） 

 
 

（
意
味
：
自
由
で
民
主
的
な
日
本
を
守
る
た
め
の
学
生
に
よ
る
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
） 

問
七 

傍
線
部
（
５
）「
道
義
」
の
意
味
を
答
え
よ
う
→
（
人
の
踏
み
行
う
べ
き
正
し
い
道
。） 


